標準天文用語表(9) by unknown
Title標準天文用語表(9)
Author(s)

























































































　 　　　　　　　　　　 　　 　　　　das　Vergrφsserungsglas
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．die　Grδsse
Absolute　magnitude　　　abusolute　G．
Apparent　magn迦de　　scheinb繊re．　G．
Bolometric　magnitude　bolometrische　G．
Maxifnum　magnitude　　maximale　G．
Meaロmagnitude　　　　血ittlere．G，
Minimum　magnitude　　kleinste　G．
　OPPos量t互on－rnagnitude　　　d三e　OpPositions琴r6sse
Photographic〔r月gnitud母　photographlsche　G．
photoelectric　magnitude　photoelektrische　G．
Photo澱etric　magnitロde．　photcmetrische　G．
Photovisual　magnitude　photovisuelle　G．
Radiometric　ma宮nitude　radiometrische　G．
Relative　maσnitude　　　relative　G．　　　　　　　　　　ごStandatd　mag狙i加de　　die　Normalgr6＄se
Ste1王ar　magnitude　　　　die　Sterngr6sse
Total　magnitude　　　　dle　Gesammtgrδsse
Visual　maσnitude．　　　．visuelle　Gr6sse　　　　　　　　　ご
M・g・・・…（・・ec1・pse）dﾔlsse（de「F’nste「”
　 　　　　　 　　　　　　　　　　　　die　Hauptreihenfolge
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　der　Mars
Mass．@　　　　　　　die　Masse
Absolute　mass．　　　　absolute　M．
Inertial　ma＄s　　　　　　die　Tr鎗heits搬asse
Gra．v．奄狽≠狽奄盾獅≠堰@mass　　　　．d重e　Gra》itationsmasse
Initial　mass．　　　　　　die　Anfaロgslnasse
Relative血ass　　　　　relative　Mas＄e
準
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　用　　羅　　表　　（9）
番謡　　　　　　　　　　　　設　　　　　　　　　明
1141　同極相ひ反興し，異極相ひ求引する性の勲爵ヌは鐘i片
1142　人工によって作られた磁石
1143針金中に電流が流れて生じる磁石
1144　磁石の性を帯びしめる原因
1145　地球が自禦顕こ有ってみる磁氣
1146太陽が自然に有ってみる磁氣，日光スペクトル線のゼ1マン効果にて知れる
1147太陽黒黙が自然に有ってみる磁氣，黒馬の光のスペクトル分析によって獲見される
ユ148　地球が自然に有ってみる磁；氣
1149　電流に似ナこ磁氣の流れ
115’）磁氣が他に及ぼす働らきをいふ
1151磁氣の影響が感じられる空間
1152局部的でなく，ひろい空間に認められる紅血，例へば太陽の一般磁場等の如し
1153　太陽黒黙の如く，叉，地上の一直片の如く，一局部内に認められる磁場
1154　磁氣を有する俄
1155　磁性を有つ針で，地球上に於いて一定方向を示すに用ひる
1156磁針が或る期間，一定方向を示さず，不規則性を表はす現象
l157地均研究結果等を公表する雑誌
1158肉眼で見る大きさに比し，物盟が振大される割合ひを言ふ
1159　長さの振大踊を表はす倍率である
1160覗線に直角な方向へ重大される倍率を云ふ
1161肉眼で見る大きさに比し，物盟が据大される割合ひを云ふ
1162複難な光學系によって掻大された倍牽を，もっと国軍な光學系の倍摩で言ふ意味
11631物罷像を振坐する輩レンズ
1164幽光離の光力の大きさ，光100倍増す毎に光度は5等級の差，1等級の差は光2．512倍
1165標準距離10パTセクから見た菊合に換算した肇光隈の光度
1166　實際の眼「1“見たまtSの光度，絶島光等に封して言ふ
工167　ボ世外1タ（登光艦から出る熱量を測る器械）で測った等級
1168　いろ々論意動ずる光度のうち，．極大の光度を言ふ・攣星や遊星等に言ふ
1169攣動ずる光Jxの挙均値：
1170　いろ寒々攣動ずる光度のうち，極小の光度を言ふ，三星や遊星等に言ふ
1171遊星が太陽と罫衝の位置にある時の光度で，一種の極大光度である
1172　寓眞によって槻測した登光膿の光度，これは必ずしも眼で見た光度と同じでない．
1173　光電光度計によって測った光度
1　174光度計で測定した精密光度
1175　眼と同じ感光度の嘉眞器械で測定しナこ登光盟の光度
1176輻射計で測定した蛮心血の光度
1177二つの螢光髄の光度を比較測定して，甲に饗する乙の光度を言ふ
ユ178標準の光度，叉，遊星から太陽及地球への距離を一定（一軍位）とし換算した光度
】179恒星の光度，師ち，ポグソン法則により，光が！00倍の時，等級を5等級上げる
1180　一群の登悉無の全部の光度を総計したる光度
1181　眼に感じる光の大小による光度
1！82　日．月蝕で太陽や月が鱈ける程度，麟けぬ圓形を0とし麟けた最大直樫の藪値的割合
1183恒星の進化を示す爲，光力と分光型との關係を酬いたラセノレ圖形で媛星の列を言ふ
1184地球と木星との中間に軌道を有する一大遊星，光は赤色を帯び，公轄週期687日
1185　物罷が有つ物質量，カに封ずる抵抗（慣性）の大小によって之れを測る．
1186　恒星では太陽の質量を輩位として言ふ
1187　慣性によって測った質1量：
1188重力の大きさに．よ・つて測った質量
1189攣化する質量（例へば，恒星は年齢と共に質量が漸減すると言はれる）の初期の質量
1190二つの物離の質量を比較し，甲に封ず．る乙の質量を言ふ
